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冷房を使えない高齢者を把握し、命を守る支援へつなぐ

状況を把握

冷房を使えない高齢者の命を守
る対策が必要

→
質問する

冷房支援・温湿度管理・働く世
代対策を確認

→
市の答え

当時は既存支援への接続と啓発
を進める方針

→
次を確認

エアコン支援が必要な人へ届い
たか確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

日田市は猛暑日57日、28日連続を記録。
高齢者には冷房が苦手、電気代が気にな
るなど、エアコンを使えない事情があり
ます。

質問

経済的理由で設置できない在宅高齢者へ
の支援、温湿度による危険把握、働く世
代への対策を質問しました。

市の答え

当時、市は新たなエアコン設置補助の創
設は考えにくいと回答。必要な人は既存
支援へつなぐ方針でした。

最重要の到達点 少数であっても、経済的事情で冷房を使えない人を把握し、命を守る支援へつなぐこと

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

市の方針 普及啓発、熱中症一時休憩所、クーリングシェルターの利用促進

必要な接続 民生委員・地域包括支援センターから生活福祉資金等へつなぐ

当時の答弁 設置率96.8％、使用率95.3％を踏まえ、新規補助は考えにくいと回答

今後の確認 新しい支援制度が必要な世帯へ届き、実際に利用されたか確認

議事にある具体事項 高齢者222人を調査／エアコン設置215人・96.8％／設置者の使用205人・95.3％／既存制度への接続を答弁

※ここまでが令和6年12月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和6年12月定例会／日田市「高齢者エアコン設置支援事業費補助金」（2026年9月確認）
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その後の進捗

2024年12月の一般質問後に確認できる制度・事業の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

支援制度を創設・継続 令和7年度に高齢者エアコン設置支援事業を創設し、令和8年度も継続しています。質
問との因果関係を示すものではありません。

対象となる世帯 65歳以上の高齢者がいる市県民税非課税世帯等で、自宅に使用できるエアコンが1台
もない世帯が対象です。

補助対象の費用 エアコン本体、配送、設置工事、既存機器の撤去など、設置に必要な費用が補助対象
です。

補助率と支払方法 補助率は10分の9、上限9万円。令和8年度は登録事業者への受領委任払いも利用でき
ます。

出典：日田市議会 令和6年12月定例会／日田市「高齢者エアコン設置支援事業費補助金」（2026年9月確認）


